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哲
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
二
　
十
　
山
ハ
　
號

け
れ
ば
な
ら
搬
。
然
ら
ば
斯
が
る
純
粋
形
式
と
し
て
の

規
範
が
例
へ
ば
貨
幣
概
念
の
如
き
存
在
の
内
容
に
由
っ
て

實
現
せ
ら
る
＼
乙
と
を
求
む
と
い
ふ
事
實
は
如
何
に
聾
す

べ
き
で
あ
ら
5
か
。
此
問
題
に
封
し
て
著
者
が
一
般
的
の

解
答
を
試
み
、
當
爲
と
存
在
、
焼
岳
と
内
容
と
の
關
係
を

歎
學
の
極
限
概
念
に
由
っ
て
解
卜
し
や
う
と
せ
ら
れ
π
の

が
、
曾
爾
本
誌
の
講
者
の
記
憶
に
薪
な
る
べ
き
「
極
限
概

念
と
し
て
此
の
等
化
便
値
」
の
論
文
で
あ
っ
て
、
此
は
本
‘

書
の
中
に
残
さ
れ
た
根
本
問
題
の
究
明
を
企
置
す
る
祇
の

と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
余
は
此
論
交
に
於
て
二
者
の
研

究
の
愈
々
深
き
に
進
回
る
、
を
見
て
更
に
敬
意
を
新
に
せ

ざ
る
を
得
な
い
竜
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
π
所
が
本
書
の
内
容
の
大
竃
で
あ
る
。
終
に

臨
み
余
は
著
者
に
齢
し
其
眞
意
を
誤
解
し
、
或
は
其
説
の

本
書
を
顛
倒
せ
る
如
き
過
無
き
こ
と
を
保
し
得
ぎ
る
を
謝
．

し
、
省
學
界
の
爲
め
に
其
健
在
を
闘
う
溢
い
と
思
ふ
。

彙

報

一
二
四

　
　
　
心
理
撃
密
書
倉

　
三
日
〃
十
四
臼
午
後
三
時
よ
り
心
理
學
實
瞼
室
に
て
例
日
口
を
開
く
。

　
○
寓
鑓
一
盛
周
器
凶
①
蕊
。
冨
“
o
Ω
け
二
a
§
聖
目
5
0
ぽ
コ
δ
目
O
o
舞
。
巨
。
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
　
閏
丈
學
　
士

　
○
無
意
識
の
概
念
に
記
す
る
一
説
　
　
千
葉
助
教
授

　
深
田
欝
の
は
〉
お
三
豊
鐸
餌
δ
Q
窪
騨
巨
Φ
認
饗
げ
巳
。
騎
ぴ
図
匿
網
目
く

冒
夢
昌
釦
卜
国
①
3
に
あ
る
右
論
丈
の
紹
介
に
し
て
、
氏
は
、
從
來
、
記
憶
問
題

が
翻
ハ
の
知
的
…
要
索
の
方
面
の
み
菰
三
目
せ
，
ら
れ
感
櫨
…
方
顧
は
閑
郊
せ
ら
れ
た

る
に
旨
し
寓
銭
竃
吋
周
三
唱
民
巴
の
氏
が
特
に
此
の
方
面
に
注
臼
し
艶
憶
に
三

種
の
匿
別
即
ち

　
（
μ
）
U
器
。
誉
同
三
Φ
話
籍
o
Q
㊦
臼
δ
ピ
ε
謎
（
駆
ひ
）
竪
綴
話
賢
。
宕
琴
才
Φ

　
Q
o
臼
ざ
げ
言
溢
（
G
o
）
U
齢
蕊
℃
同
。
衛
㌶
鷺
く
①
Q
o
釦
曳
。
洋
昆
乙
。
あ
り
と
し
其
の
各

に
就
て
説
明
せ
る
露
は
興
昧
あ
切
と
て
奥
の
大
要
｝
ッ
述
べ
。

　
千
葉
助
教
授
は
　
日
ぴ
①
陶
。
葺
＝
齢
二
二
置
け
出
。
。
。
o
℃
げ
ど
国
同
島
9
0
σ
Q
団
9
口
負

馨
詰
巨
注
O
鑑
①
夢
O
曾
ヨ
く
噛
に
9
H
茸
O
’
に
載
せ
ら
れ
た
る
自
ε
。
Φ
び
①
艶
ロ

属
禽
臼
跨
昌
図
書
の
論
要
目
7
0
0
0
P
8
営
O
n
窪
〇
星
図
o
O
【
あ
島
O
幻
ω
の
要
領
を
紹

介
し
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
印
哲
宗
教
學
禽

三
封
二
十
日
午
後
六
時
坐
・
よ
り
丈
科
第
九
教
黛
に
て
例
會
開
㎞
饗
。
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一
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
會
議
に
就
て
　
　
　
　
　
憩
　
谷
　
宥
　
英
　
氏

　
一
、
宗
敏
の
本
質
的
要
素
と
し
て
の
供
犠
槻
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
赤
松
智
城
氏

　
赤
松
丈
學
士
は
先
づ
’
如
何
な
る
意
義
に
て
供
犠
…
の
槻
念
が
心
孫
教
の
本
質
的

要
素
な
る
か
と
い
ふ
こ
と
よ
り
説
き
起
し
、
供
犠
な
け
れ
ば
宗
敏
上
の
儀
禮

は
完
成
せ
ざ
る
も
の
と
し
、
　
次
に
そ
の
性
質
、
趨
原
、
　
一
般
的
形
式
及
び
種

類
に
就
て
引
詮
設
明
せ
ら
れ
、
最
後
に
撃
。
胃
漆
o
o
o
h
Ω
o
議
・
に
至
り
て
供
犠

は
そ
の
究
党
の
境
に
撰
す
る
電
の
な
り
と
蓮
べ
ら
れ
た
り
。

　
二
言
者
松
本
、
波
多
野
雨
教
授
、
ロ
野
講
師
、
學
士
學
生
二
＋
名
、

印
度
哲
撃
譲
書
始

三
月
二
十
三
日
午
後
一
時
よ
1
7
印
度
哲
學
研
究
室
に
於
て
開
催
、

　
一
、
績
糠
外
心
の
學
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
・
　
田
　
交
　
學
　
士

　
鵠
悶
蝕
養
く
2
こ
農
叩
肖
ぐ
⇒
伽
鑓
。
り
、
敵
”
岬
。
慶
雲
重
量
げ
診
を
中
心
と
し
て
随
度
快
樂
主
義
の

代
蓑
軸
心
・
派
た
る
順
世
外
道
の
論
理
的
主
張
と
そ
の
田
黛
想
の
紹
介
”
。

雑

（
（
（
…
一
≦

新
著
紹
介

現
代
銀
翼
人
の
儒
御

交
三
士
飯
沼
龍
遽
著

　
回
顧
す
れ
は
ス
タ
ー
パ
ッ
ク
…
教
授
が
興
「
宗
教
心
理
學
」
を
公
け
に
せ
ら

れ
て
か
ら
、
既
に
驚
年
の
歳
霜
を
経
過
し
た
。
今
氏
の
影
響
の
下
に
極
東
の

地
に
英
俊
の
好
誼
を
産
諾
す
る
を
見
て
其
響
澄
す
る
と
こ
ろ
の
願
る
大
な
る

を
感
ぜ
す
に
は
居
ら
れ
な
い
。
有
醗
に
は
余
は
ス
氏
の
彼
の
著
の
學
衝
的
債

麓
に
づ
き
て
は
今
樹
疑
問
の
裡
に
彷
沸
す
る
者
で
あ
る
。
又
粟
著
が
所
謂
世

界
的
名
器
を
克
ち
得
た
に
つ
き
て
は
其
研
究
を
鍔
写
せ
ら
れ
た
ス
タ
ン
レ
警

ホ
ー
ル
、
。
ジ
ヨ
ル
ダ
ン
爾
教
授
及
び
罵
行
本
と
し
て
田
す
に
富
っ
て
極
め
て

同
情
あ
る
紹
介
の
勢
を
と
ら
れ
た
ゼ
ー
ム
ス
教
授
等
の
威
望
に
負
ふ
と
こ
ろ

多
き
と
、
叉
一
は
田
翁
が
「
現
代
學
術
叢
書
」
の
一
と
し
て
獲
表
せ
ら
た
こ

と
、
の
二
つ
の
事
惜
…
が
其
貞
身
の
あ
る
が
ま
Σ
の
櫃
値
を
＝
麿
高
む
る
の
臼

と
な
っ
た
の
は
、
疑
を
容
る
Σ
像
地
の
な
い
事
賓
で
あ
る
と
信
ず
る
、
此
購

の
余
が
曲
解
で
な
い
こ
と
は
氏
が
彼
の
著
を
公
け
に
す
る
と
聞
も
な
く
幾
多

の
非
難
抗
論
が
起
り
、
二
三
詑
載
の
研
究
に
殆
ん
と
稀
に
見
る
奇
掘
を
呈
し

た
、
　
甚
し
き
論
難
の
中
に
は
ス
氏
の
純
正
な
る
霧
槻
的
養
料
共
者
す
ら
實
は

殻
意
の
作
欝
に
過
ぎ
な
い
と
爵
つ
た
も
の
が
あ
る
程
で
あ
る
。
荷
し
て
此
非

難
紛
働
の
た
め
で
も
あ
る
ま
い
け
れ
ど
も
泰
西
賭
國
に
於
て
も
濁
逸
西
南
學

派
の
一
部
（
入
に
は
奇
異
に
惑
ず
る
で
あ
ろ
う
が
、
賀
は
ス
氏
は
ゼ
ー
ム
ス

教
擾
の
門
一
生
で
、
叉
ゼ
事
ム
ス
教
授
の
「
心
ホ
敏
紹
…
駿
の
諸
粗
」
　
に
は
鷹
ス
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
証


